
堆 積 物 脂 肪 酸 に よ る メ タ ン 湧 水 帯 微 生 物 相 の 解 析
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プレート境界の沈み込み帑及ぴその関連域（・ 海１ラフ，匐模湾初島持，遠洲濯金洲ノ瀬）

において．メタン勧水に伴弓生勧群集地点及ぴ近閥の非生物群集地点で堆歌物を採取し，堆蛩

物脂肪酸の蝨と纏成を比較検討した．堆積物翩訪廖貂成にもとづくクラスター分析を行った結

果，生物群集地点と非生物群集地点地点は明らかに異なる霈（クラスター）に分けられた．こ

れは．ある地点におけるメタン湧水の有無を知るのに．生物群集の観察とともに，堆積物脂肪

酸の分析も右効であることを示す．また，一部の非生物醪集地戚は．生物・ 集地点と同じクラ

スターに分類された．これは， メタン湧水がまだ ’若く･，生物群集が十分に発達していない

場合でも，堆歓物斯肪巌分析により肉眼の観察では知ることができないメタン涌水依存型の海

底下徹生物相の存在を推定できるということを示喰している．
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Analysis  of  Methane-Seep  Microbial  Communities
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Sediment  samples  wei-e collccced from subductionrelatcd areas (Nankai Trough  and Sagaani

Trough  and Kannsu-no-se  Bank,  Enshunada).  Sediments  were  co1!ccic<l at Ihe points where

biological comimmiiies  (as a methane-seepage  indicator) were  observed ami the points with no
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visible colonies. Phospholipid  fatty acids were  extracted  from  the  sediments,  and  the abundance

and  composition  of the fatty acids were  compared  among  the sediments,  with special reference  to

the  occurrence  of biological communities,  i.e. the  occurrence  of methane  seepage.  Cluster

analysis of the fatty acid compositions  showed  that the sediments  from  biological communities

were  closely associated  with  each  other., while the non-colony  sediments  formed  a distinct group.

This  sugeests  that the sediment  fatty acids, which  reflect sediment  microflora, Is a potential bio-

indicator  of methane  seepage.  Two  non-colony  sediment  samples  we  placed  in the  cluster of

colonized  sediments.  This  implies  that the  fatty acid analysis  may  serve  as the  precursor  bio-

indicator  preceding  to biological colonization.

Keywords:  Methane  seep, Nankai  Trough,  Kanasu-no ≪se Bank,  Sediment  fatty acids. Microflora

1. はじめに

プレ ート境譽である沈み 込み帯では海洋底が変形作用

を受け， 場所に よっては圧縮される。 圧縮 された堆積物

からはメ タンを含んだ間隙水が絞 りｌ され， 海底 からｌ

出 するこ ともある。これを メタン湧水(methane ｓｅｅｐａｇｅ)

といい， メタン湧水懼の海底には しばしば シロウリガイ

やハオリムシなどからなる生物群 集あるいは 微生物マ ッ

ト か形成 されている。これらの生物群集の形成 と維持は。

湧水 に 含 まれ る メ タ ン を 直接 利 用 す る メ タ ン栄 菱

(ｍｅtｈａｎｏtrophy) ，あ るいは， 海水由 来の硫酸を メタ ン

で 還 元 して 生 じ た硫 化 水 素 を 利 用 す る イ オ ウ 栄 養

(thiolrophy) という 梁養甓略にもとづ いてい る。逆に 介

う と，これらの生物群象の存 在によ り，その場所に メタ

ン潮水のあるこ とが視覚化されるのである。

あ る場所 がメタン湧水{ilだとして も，生物群集や微生

物マ ットがなければ， そこに メタン湧水かあ るとは 認識

されにくい。 熱水喰 川孔では 熱水の･ ゆら ぎ･ が肉 眼で

観察できるが。 メ タン湧水については肉眼で の確認はと

て も難しい か稀であ る。こ のため， 生物群集や微生物マ

ッlヽが発達する前の･Ili い' メタン湧水髻を発見す るた

めに， 迅速 ・鋭敏，デ ータの 和互比較がIlf能，そ して デ

ータベー ス化の･ilf能な方法の|副発が望まれてい る。こ れ

に対 し，既に堆研物脂肋酸の分析がきわめて 有効であ る

と報作されている。例えば， 北部奥帆 海嶺の開|.l割 れ||

域には小/11物群梨とμ所的な微生物マ ットしか観察 され

ていないが，ここの堆積物詣IJj酸組成は既知のメタ ン湧

水帯( 初心祠り との類似度が 高く，他 の地質学的知 比と

合わせて，ここ に冫7い メタン湧水帶 の存在することが 示

唆 された( 長沼ほか, 1997)｡

堆 積物脂肪酸のほ とんどは微 生物， 特に細 菌{ バ クテ

IJアJ 山東であ る｡ 脂肪酸には多数の種類があ り，そ の

組み介わせr 組成J は徴生勧稀ごと，あ るいは。 微生物
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群集ごとに特破的である。また脂肪酸分析は比較的迴辿

かつ筒単に行なえるので，微生物群集の量（パ４ オマス）

と質（裲翁成 一徹生物相）を概糾的に把握する際に有効

である(Rajcndran ei  aL  1994)。特に，りン脂慨脂肋酸

は生細胞に翦=有に存在するので。生きた徹生物の良い指

標となる（ラジェンドラン・芳之内,199?）。このように，

堆研物脂肋酸の量と貿（組成）は，堆積物巾の徹生物の

量と棧組成（徹生物11）を反映する。堆積物脂肪酸繼成

が似ていれば，その堆個物巾の微生物相も似ており，そ

の傚生物相を支える環境条件（ メタン湧水の有無など）

も似ていると考えられる。当然，海底ill［上水や堆積物11U

瞭水のデータ（メタン濃虞など）との相互植完も必喫で

あるか， 堆積物脂肪酸分析には1 ）採水に比べて採泥の

方が行われやすい，2）メタン濃度は短期的データである

のに対し堆積物脂肋酸は111～長期にわたる環境変助を反

映したデータである，というメリットもある。このため。

筆者らのグループ は主に堆積物詣JI酸紐成を指標とし

て，メタン湧水杳の有無と堆積物鍬生物相の相関を澗べ

てきた。

本研究では代衣的な沈み込み蜃及びその関連城（|射海

トラフ，411模湾初鳥ill･，遠州灘金洲ノ瀬）で採取された

堆積物について脂肪酸分析を行い，それらの堆積物試科

問の近縁度を解析する。これにより，生物群集が発違す

る以|旨のメタン湧水帯の存在の薹定を試みる。またメタ

ン湧水の指標となる黔訪醯（バイオマーカー脂肪酸）を

検,!1し，こ れから推定される徹生物相と海底環境の相関

を考察する。

2. 材 料 と方 法

2.1　 堆 積 物 試 料 の採 取

海 底堆 植 勧 試料 は 「か い こ う 」及 ぴ 「ド ルフ ィ ン3K 」

に よ り，11ﾖ状 採 泥S Cp ｕｓllcorｅ･･）， スコ ー７プ ｛ｓｃＱ。11er｝.
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こx.ク マ ン パ ー ジ 型 採 泥 器 （Ｅｋｍａｎ･Ｂｕrｇｅ ｇrabber ； 8 ｘ

8 ×14Cm ） を 用 い て 採 取 さ れ た （表1 ）。 柱 状 採 泥 器 で

採 取 さ れ た 試 料 （豹ICcm 長 ） は 上 下 に 二 分 割し ， 上層

（Ｕ ； Upper, 0- ５ cm below Ｓｅａ ｆｌｏｏｒlcmbsl ） 及 び 下層

（Ｌ ； Lower, 5-10 cmbsf) に 分 け た。 た だ し ， 南 海 トラ

フ の 非 生 物 群 集 地点 か ら 採 取 し た試 料 Ｎ－la （約12 cm

艮 ） 及 ぴ 微 生物 マ ッ ト内 外 か ら採 取 し たN-2-In 及 び Ｎ

-2- Ｏｕt 試 料 （約 ８ｃｍ 長） は 上下 分 剛 せ ず に 用い た。 エ

クマ ン パ ー ジ 型 採 泥 器 で 採 取 し た 試科 「Ｎ-3b シIJ － ズ

の5.10 ，10 」５，15.19 ） は 上 下に 三 分割 し た （O-5 ，5-10.

10 －14 cm ）。 た だ し 。 こ れ は 既 に ス コ ップ で 採 取 し た

（約 ５ｃｍ ほ ど抉 ら れ た ） 場 所 で 再 採 取 し た も の であ り ，

堆積 物 表 面 か ら の 深 さは 各 々 ５ｃｍ プ ラ ス さ れる の で5-

10 ，10-15 ，15-19cmbsI 試 料 と な る 。

（1）市海トラフ

曲海トラフは，海溝型巨大地震を引き起こすプ レー１

境 界（沈み込み帯）であり，1944 年束南海地震，1946

年 南海地震などM8 規模の地震震源となった場所であ

る。 また，そこには，プ レート沈み込みに伴うメタン涌

川のあることも輾告されている(Game ｌｆ ａｊ.,1992）。こ

の|軻海トラフ境界最前線断層付近の堆積勧を，1997 年８

月14 日から８月25 日にかけて行われた「かいこう」第

42, 43, 44, 45 潜航において採取した（図１；川村ほか，

1998 ）。第42 潜航の試料(N-la,  N-lb) は天竜海底谷

出口左岸付近で採取された。ここでは生物群集は担認さ

れなかった。第43 潜航の試料は天竃海底谷出口左岸付

近の陛側斜面で採取された。ここには微生物マットのみ

が観察され，徹生物マ ツ1ヽ の中(N-2-In) とそこから

１ｍ ほど離れた鳩所（Ｎ-2- Ｏｕt）から試料を採取した。

第45 榊航では東部南海トラフ変形前線近くのベンチ段

差を上がった地点で試料を採取した。ここには，シロウ

リガイを中心とした生物群災（シロウリガイコロニー）

が発達しており，そのコロニー内の堆積物試料を採取し

た（小川・平野,1997）。

（2）相模湾初島南東沖

初島沖冷湧水湧出城は相模トラフプレート境界に沿っ

た メタン湧水域であり， 世界的にも大規模なシロウリガ

イ群集地として知られている。1923 年の関束大震災の震

源域に も近い。このため初島沖海底には1993 年から畏

期ステーションが設置され，以来，海底流や水温，地震

活助，海底観察などが続けられている（門馬ほか, 1994)。

1995 年４月18 日に行われた「ドルフ ィン3K 」第211$

或 １ 採 収 さ れ た 堆 積 物 試 料 と そ の リ ン 脂 貿 脂 肪 酸 含 鼠
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136 ° Ｅ 137 ° 138 °　　　139 °

剛 １ 堆 積 初 試 科 の 保 収 地 点

Fig.  1 Si 阯ｓof ｓcdilncnt ｓａｍｐｌｅｃｏ】】ｅｃtiｏｎ

航。 相模 ト ラ フプ レート境 界吸 前鈿 の逆 断層であ る。

（小 川ほ か，卜997 ） 初島illl冷水湧111城で シロウリガ イコ

ロニーの近く の海底に実験的 に詠誦 を設iR した（μ沼ほ

か,1997 ）。 同年6J12FI に行 われた 「ドルフ４ン3K 」 第

221 潜 航でそ の シロ ウリガ イコロニ ー内 からＨｃ 試科 が

柱状採 泥器に より採 取された。 その 堋|| の6J 』311r ド

ルフ４ ン3K 」 第222 潜航において|摎頭 の11,［近 及び豚 咄か

らｌ ｍ雌れた地点 の堆積物 が4］E状採泥 された （Ｐ,0｡Ｐ.1.;

長沼 ほ か，1997 ）。 得ら れ た堆 積 物はF. 層 ぐｕ; 0･-5

cmbsf) と卜駲 【L; 5-10 cmbsl 】 を試料とした。 海底la

置後46 11 の啄碵 には シロ ウリガ イが誘引 されてい た。

サンプ リング||利こは群 か,｡ てい たシロ ウリガ４ の多くは

死んでいるように 見えた ｛災沼ほ か｡1997 ｝。

（3 ） 南 海lヽラ フi-. 部 ｛遠 洲 趨 金洲 ノ瀬1

稾 洲 ノ漸は 束 部I匆海 ト ラフ 付 加|体j-.部 に 位 置し ，北 束

ゐ’111j以 外 は 急 斜|Iliで 刳･=に 内 側 の 鴿|介iが 人きく ． 頂部 水 深

6/2

140 ° 141 ° Ｅ

36 ° Ｎ

35 °

34 °

33 °Ｎ

5｛｝ｍの海ｌ である。倣の巾心部周辺は炭酸塩 岩か露111し

ており。化学 合成乍物群集が 観察された（矯 本ほ か，

1995）。 また金洲ノ瀬の四南西側の水深1.000-I,200 111

付近においても，メタン湧水現象とそれにi字うメタン湧

水帋生物群集が慄Iliされている（太Ⅲほか,1995 ）。1996

年9Jj311 「ドルフィン3K 」 第300 潜航において金洲ノ

漸の妲部から1軻叫に突き111した小さな嶺ll（水深321m ）

の比較的ヽF川な地点で， 生物群集が観察されない海底表

Mliからスコフプで堆積物試料採収を行-jた<N  KS) 。

2.2　 堆 積 物 のリ ン脂 肪酸 の 分析

採 取 し た 堆 積 物 は 濳 水船 揚 収 後111:ち に 舶ll に て 分 馭

し.
 -80
℃ で 保 存し た ．冷 凍 状態 の ま ま研 究室 に 持ち 帰

り ． 凍結 乾燥 し た． 凍 結 乾燥 し た堆 積 物 に ， リ ン酸緩 衝

液 （K2HP04 8.79 111 ） ク ロ ロ ホ ル ム　 メ タ ノー ル泥 液

｛２：３：６ｖ：ｖ：ｖ｝を 力||え て 剽貿 を1111川 す る ， こ の と き． 忙

燥Jlf 債 物 】ｇ に 対 し てリ ン破 緩研 液11111 の 比 串 で泥 沚
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を加え る。 抽出し た爾 質は ケイ酸 カラムクロマト グラフ

４－で中性 詣質， 糖脂 貿， リ ン脂質 （生和 胞の指標）に

分け， そ れぞ れ クロロ ホル ム， ア セト ン， メタノールに

溶出して 分画する。 メ タノー ルで溶・ し たリン脂 貿は さ

らにメチ ルエ ステ ル化し （Ｗｈｉtｅ ｌＸｓl.,1979）， 薄眉クロ

マ ト グラ フ ィーで籾 裂す る。(Rajendran ｓj al.｡1992 ）。

こ の廊肪酸 メチ ルエ ステ ルの含量と組成を ガスクロマト

グラフ 装卮 （Shimad ｚｕ ＧＣ-17A ）とガスクロマト グラ フ

質量 分析 装置 （ＧＣ/MS ； Hewlett Packard HP 6890

Series GC system; ポリ シリ コンカラム【5 ％ ジフェニ ル，

95％ ジ メチ ル】， カラム長25 ZD, カ ラム内 径0.25  mm)

で 分析 した。

得ら れた脂 肪酸 メチ ルエ ステ ル組成から脂肪酸組成を

読 みと り，脂 肪酸を定 量した。 この肥肪酸組成比 に基づ

いて堆 積物 試料閧 の類似 度 （近緑度 ）を クラス ター解 析

し た。 解析結 果は ユー クリッド距離 を用いてデ ンドロ グ

ラ 厶で|圃示 した （Ｓａｓsｅｒ,1990 ）｡ デ ンド ロ グラムで は，

類似度 の高い ものほどユ ークリッド距離 が短く。 脂肪 酸

組 成に 基づ く堆積 物試料同 の関係の近縁が 直感的 に把 握

で きる。

3. 結果

3.1　 堆稜物 リン脂貿脂肪酸の種類

ひとつ の堆積物試料に含まれる脂肪酸の種類数は，少

ない試料で２種類(N-KS) 多い試科で24 種類（ＨＣ，

N-3a-S) であった。脂肪酸の和類数の多い堆積物は，

愉肪酸含量も比較的商かった。 扣模湾初XXlllシロウリガ

イコロニー内の堆積物（llC）では24 種類と」黔肪 酸棧類

散が最もaltrであり，脂肪酸含IIUま約8.37 μｇｒl と最aS

債を示した。分析した全ての堆個物試料について，脂肪

嶝含飛と脂肪酸種数の間に累乗関係（Ｙ＝ａＸ１））を想定し

て相関関係を調べたところ。 きわめて右心な相関関係が

,ぽめ られた（図2 ；r ・0.868，ｎ＝19）。

3.2　 デンドログラム

各堆積物試粁の廊Ｕ 破組成比に基づいてその関係をデ

ンドロ グラムで 衣した（1113）脂肋酸躯成比が類似する

試料はデンドログラム11でｌ いに近接して配置される。

雌積物閥の類似度は クラ スター解析で計算される“ユー

クIJ ･ア ド距離’Iで 表される。徴止物の細胞脂肪酸につい

ては･ 般に，ユー クlj ツド距離が25 ，10.6 以 Ｆの場介

は，それらの微生物はそれぞれ属，餡，1111種以ドのレベ

ルで類似すると 考えられる（Saｓｓｅｒ.1990）が，堆積物噺

肪酸の増介，徹/|｛物 相114 1:の類似皮とユークIJ ･y ド距離

JAMSTEC  J- Deep Sea Res., 14 １１９９８｝
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図 ２ 堆 積 物 巾 の リ ン 黔 質 脂 肪 酸 含 量 と爾 肪 酸 種 数 の 関 係

Fig.  2 Ｃｏrｒｅｌａtionbetw ｅｅｎｃｃｎtｅｎtｓａｎｄｎｕmbei ・of  phospholipid

fatty aeidｓ ＣＰＬＦＡ）ｅｘtTIc吮dfrｏｍｓ¢ｄｉｍｅｎt ｓaJ11pleｓ、

のぬ接対応についてはまだ研究がなされていない。

・ ３から，生物群采が肉限で確認できなかった堆積物

試料(N-lb-L, N-KS) と確認できた堆積鶚試料とでは，

脂肪酸紐成比が大きく異なっていることが分かる( ユー

クリッド貰i雕57) 。その他の試料を含むクラスターｌは

ユークリッド距離が29 以内であった。

クラスター２はシロウリガイコロニー内，豚頭からIra

の上層試料を合んでいた。また， クラスター２に含まれる

同じ地点のシロウリガイコロニー内試科であるN-3b-

0.11 N-3b-5.10 はデンドログラム上で越くに配置された。

クラスター３ではバクテIJアマッ} 内試科，シロウリ

ガイコロニーからｌｍほど離れた地点，豚顫直近，豚頒

からｌｍ離れた地点など，いわゆる‥峻の海底堆裁物と

は 災なる纐生物相の存在が期待される試判･が上に合まれ

ていた。 また。生物群集が肉眼で 確認できなかった試料

(Ｎ-lb- Ｕ，Ｎ-la)もクラスター３に合まれていた。

3.3　 堆積物脂肪酸組成

堆積物巾に含まれる厠肪酸の繊成を表２に示す． 表の

i吭抖名はll我からデンドログラム（S13）のならぴと対応

させてある． 令般的に16:0 （炭ぶ数16、 ’.砥結合数0）.

16:1 ω7C （炭素数16， 二J呎結合an.
 -tR
結介位置が

aj位炭素から7･8 昏||の炭素原ｆ間．．ｌ岷結合はシスciｓ

刷1 の脂肋酸が多か・ーた．脂|』6酸種数が少ない堆積物111

（N lb lo N  KS) では．他の堆積物試判･に比べて特に
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図３ 堆 航 物 か ら抽 川 し た リ ン 画 質 脂 肪 酸 の 綰 随 に も とづ く デ ン ドロ グ ラ ム

ｎｇ.３ Ｄｅｎｄrｏｇrａｍｂａｓedollthe α)ｍｐｏｓitionsQfplIopholipidi ほｙacid ｓｅｘlracledrｒｏｍ ｓedilnenl ｓajllpleｓ，

14 : 0， 16:0 の脂肋酸が人きな制合をIliめていた．特に

メタン初水も唯物群集も11られない海底埖積物たと，炭

素数が偶数で炭ぷ原fll旧こ:11 結介のない飽和型の脂肪

酸が訊成のほとんどの割合を占める(Naganuma  et al..

1996XoIs13 のデンドログラムでクラスター２とクラスタ

ー３に含まれる堆積物,戉科の脂肪酸組成を比較してみる

と炭ぶ歓かな訟個の詣肋酸C13 : 0 ， 15 : 0， 17 : Oj

がクラスター３ではほとんど見られなか,Jた， また，微

唯鞠．特に111陏｛バクテリア｝では ’.IR結合散か2以卜．

の高度不飽11 脂肪酸が少ないので.18 : 2. 18:3.

6j4

20:4 などの脂肋鮫は堆積物巾の小ｌ 助物や徴小助物，

あるいは海洋表Ｍの徹細藻捌山来と考えられる。

3.4　 バイオマ ーカー く生物指裸) 脂肪酸

脂肪 酸組成のうち，特 定の生物 や徹生物に特徴的 な胆

・ 酸，または比較的多く作在する脂肪酸が知ら れている．

これらの脂肪酸は， バイオマーカーとして． 環境 試料巾

の徴・.物 相の推 定にJIIいら れてい る(Rajend ｒan gl gl..

1994J 。 今までに 報告されてい るバ４オマ ーカー脂肪酸

のう ち． 硫酸 還元剥 閑． メタン酸化細li， 硫眞酸化潁li

JAMSIECJ. Ｄｓ叩 Ｓｅａ Ｒｅｓ｡14  (IMS)



表 ２ 堆 航 物 試 料 か ら 抽 出 さ れ た リ ン 脂 貿 脂 肋 酸 の 組 成 （ 爪 量 ％ ）

Table  2 Ｃｏｍｐｏｓitｉｏｎｓofpho ｓpholj μd latty gid ｓ ｅｘtrａｃtedln ）ｍ ｓｅｄｉｍｅｎtｓａｍｐｌｅｓ 6 ｙぐigl,tＳ｝

及び ε－プロテ オバタテlj アなどのバイオマ ーカー鮨 肋

酸を， メ タン湧 水に特 徴的な 脹肪巌 と考え た。こ れらの

微生物 グループ とそれに対応 するバイオマ ーカー脂肋 酸

を 衣3 に 示す。

ε－ プロ テオバクテ リアに 属する翩|菌には徴好気性 の

ものが多 く見ら れ，1’1潰瘍の原因 蹣であるピロリ頂もこ

のグ ループに拭 する（勁物のill化管内 には徴好父的な 部

分 もあ る ）。 また， ε－ プロ テオバクテ リアに欄する細

菌は， 大叫 洋･11央海嶺 やハワイ・ロ イヒ海山の熱水|lnll¶

域。 高温 ・高圧 の汕|||環境な どに も多 く見られるが。 こ

れは， こ れらの環 境に 酸化‘還 元境 界（徹好気的） が広

靤に 存在す るためであろ う。 したがって，酸化･ 還 冗境

界か広範に 存在 するであ ろう メタン湧 水帶に も 芯－ プロ

テオ バクテIJ アに 属す る細菌が多く生心する と考えられ

る。 また， 廼にこ の細 曲の擾,li性に よって メタン湧水を

特 徴づ けるこ とがで きると思 われる。 硫酸迎 元細 菌のバ

イ オマ ー カー肺肪 酸と しては15 : 0. 15 : O iso/ante.

16 : Oiso. 17 : Oi ｓ4）/ａｎｌｅ，17:1  iso (　はalld のこ と.

iｓｏはω 位炭 素の 隣の炭 ぶ原 Ｍこ. ante はそれ以外の 炭

素jlf･ に 側鎖 がつ い てい る もの ） メ タン酸 化 櫚|乕は

16:1 ω5c とし｡16:l ω? ｃについては 硫酸忍 元繼li.

メ タン酸化細 菌， または ε ・プロテ オバクテリアとIR 俶

してお り バイオマ ーカー噺肪 巌といえるかとうかが鬩 題

ではあ るが， こ の場 介は ｊ タン湧水を特徴づけ る脂肪膿

JAMSTEC J. Ｄｅｅｐ Sea Res.｡14  (11)9$)

として扱うことにした。また，ｓ－プロテオバクテリア，

硫貰酸化細菌のバイオマーカー脂肋酸は脂肪酸の構造が

決定できなかったため扱わなかった。

各試料ごとに上記で取り上げたバイオマーカー勵肋酸

（硫酸還元釧I薗，メタン酸化細爾，16:1 ω7c ）の紐成

比を図４に４す。

発達したxIE物群集が観察されなかった場所N-KS につ

いてはバイオマーカー川ｕ 酸は全く含まれておらず，Ｋ

-lb-L では 一種類のみであった。P.０-Ｌでは硫破ｉ 元柵

菌のN-3b-0.5,  N-3b-5.10 は鮑の試科に比べてメタン

酸化細iiのバイオマーカー脂肋酸の黼成比に占める割介

がａ かった。

４. 考　　 察

堆積物,叺抖中の脂肪酸含lilと脂肪酸種数の間に右意な

ll関関係が見られた（閥2 ）。脂肪酸含｛ilは生物のバイオ

マ スを。勸｝臉醢の種類数の増加は生物種の増加に対応し

ていると考えることができる。このことから「生物胖集

のバイオマ スの川加はある優111扣のバイオマス川恚11によ

るものよりも，生物靜集内の種の多様性の川加によるも

のである」ということが示|唆される。

堆積物駄料に含まれる脂肪酸組成比から得られたデン

ドログラム（11133 からは，罷迷した止物町鍛が観察で

きた鳩所と観察できなか。た場所とか刈らかに災なるク
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ラ スターに分類された。 また，肉眼で観察 される生物 肝

集内堆積物試料であっても, N-3b-0.5.  N-3b-5.10 はそ

れぞ れクラ スター２から離れて配肌 された。 これら: つ

の試料のバイオマ ーカー脂肪 酸の艦 成（閥 嵋）では メタ

ン酸化剔 菌のバイ オマー カー脂肪 酸のSI 介が４ かった。

メタン湧水域 シロウリガ イコロニー11（ドの堆 積物の脂肋

釀分析では。 表層にこ れほ ど1卜Sい匆|介（衣2 ）で メ タン

酸化細菌バイ オマーカー脂肪酸は検 川されていない （艮

rfl. 1995 ； 艮胡ほ か，j996 ； 1997）。 また， 湧水峨での

メタンの巌化， 硫酸・ 凡は堆縫物衣Ｍド20 40 cm で活

甃に 行われている と報;りされている(Masuzawa ｅｌ al.,

IS2; 増澤｡1995J が，こ の高い割 介のメタン酸化細 菌

バイオマーカー脂JI刄酸 から， ぶ層でもメタン酸化か活発

に行われてお り， このメタン湧水域では メタン湧水の涎

ljtが人きく。 多1,1のメ タンが表層 まで達していると 考え

られる｡ クラ スター２とクラ スター３のパ４ オマ ーカー

6j6

脂 肪 酸 を比 較 し てみ る と碓酸 還 元菌の バ イオマ ー カー脂

肋 酸 は 若 ’rク ラ スタ ー２の 方 が 高い 割 合 を 示 し てい た 。

こ れ は やは り肉 眼で 生 物 が観 察 さ れる 場 所 では ， そ れら

の 生 物 を 支え る だけ の 破 酸還 兀が 行わ れ てい る と 推 測 さ

れる 。 本研 究 の 結 米で特 に 注J,lす る こ とは ， 生物 が肉 収

で観 察 され な か っ た場 断 で採 収 し た,式(N-la,  N 一一1b

-Ｕ ） が クラ ス ター３（圖3 ） に 含 まれ てい たこ とであ る 。

メ タ ン湧水 を特 徴づけ る バ イオマ ーカ ー脂 肪 酸 も 含 まれ

てお り ，我 々 が|| 俔 で き ない 海底 ドの堆 積 物 では メタ ン

湧 水 を 示唆 す る よ うな 「 メ タ ン湧 水徹 生物 相」 が 形成 さ

れ てい るこ とは 間違い ない と 思 わ れる， こ れは堆 積 物 巾

に シロ ウリ ガ イコロニ ー など の 発 達し た 生物 群 妲を 支え

る だけ の メ タ ン供給sltが な い， 例え ば堆 積 物 巾 で地 殻 変

助 な どに 伴 う新 たな 割 れ|| か ら の メ タ ンの供 給 が始 まｰ ，

たば か り， または メ タ ンの供給 がな くな て しまっ た場 所

か もし れない｡， この場 所 の傚/|ｼ物 相 が メ タン湧 水域 の そ

ＪＡＭsTEcJ.c ）ｅｅｐ Sea Ｒｅｓ.，14（1卯帥



れと類似するからといって1在ちに メタン湧水の 存在が示

さ れる わけでは ない が，「メタン湧水徹生物相」を誘発

する堆積物環境が存在することは示唆される。

5. 今後の課朋

今【illの研 究では堆積 物111の臓肪酸のみの 分析であっ

た。 今後の研究では他の右譏分析あるいは遺伝ｆ 解析の

併川により， さらに11j蘰な堆積物試科問の類似度が得ら

れるであろう。 また。潮水 一問隙水など分析による環境

チ ータと比較対照（キャリブレー シ・ ン）することで.

ＪＡＭＳＴＥＣＪ.０ｅ叩 Ｓｅａ Ｒａｓ｡14  (1998)

堆積物脂肪酸の分析という比較的迅速・筒便な方法の長

所・短所がより明確になるであろう。
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